
第40期 中間事業報告書
2021年6月1日から2021年11月30日まで





株主の皆さまへ

　株主の皆さまにおかれましては、ご清祥のことお慶び申し上げます。
　当社第40期第２四半期連結累計期間（2021年6月1日から2021年11月30日）の
事業概要をご報告するにあたり、ご挨拶申し上げます。

　当第２四半期累計連結期間における経済・社会状況は、新型コロナウイルス感染症拡大の
影響により、活動の停滞と再開を繰り返しておりますが、政府を中心とした各種支援策と同
感染症のワクチン接種の促進が進み、段階的に持ち直しの動きもみられます。
　東海圏における戸建分譲市場は、在宅勤務の普及により一次取得者層の意識が「より広い
住まい」に向かったことや、注文住宅と比べて比較的短期間で取得できること等から需要が
堅調に推移し、市場在庫は減少に転じました。住宅用地の取得競争は激しさを増しており、
引き続き、厳しい競争環境の中で、企業の優勝劣敗・寡占化が進んでいくことが予測されます。

　このような状況下、当社は中期計画に掲げた「木質資源カスケード事業」の実現に向け、
岐阜第３工場の取得やオリジナル建材の開発等、確実に投資計画を実行してまいりました。
営業体制では、YouTubeによる動画等のIT活用による営業ツールの拡充により完成前販売を
推し進めた結果、住宅事業は上期531戸の販売戸数となり、売上高・経常利益ともに過去最高の
実績を残すことができました。
　一方、インバウンド需要をターゲットとしているHOTEL WOOD高山は依然として厳しい
事業運営を強いられておりますが、国内向けの販売促進を強めたことで、予約数が増加し始め
ました。また、ゴルフ場運営での現場における様々な対策が功を奏したことで、余暇事業と
しての売上高・経常利益は、ともに前年を大きく上回る結果となりました。

　現在、住宅市場において米国での旺盛な住宅需要に端を発した木材価格高騰“ウッドショック”
が引き続き影響をおよぼしておりますが、当社は循環型経済モデルの実現に向けて国産材
利用を進め、商品住宅としての更なる生産性の向上の推進に取り組みます。また、ウッドフレンズ
森林公園ゴルフ場をはじめとする余暇事業や収益型不動産に関する事業など、住宅事業以外
についても推進・拡大を引き続き進めてまいります。
　当社は、環境・社会を認識し、企業統治に取り組むことで
企業の成長と持続可能な社会の形成を引き続き目指す所存
です。
　株主の皆さまにおかれましては、これまでと変わらぬご支援
とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

2022年1月
代表取締役　林 知秀



岐阜第３工場の稼働準備完了

木製サッシ「ウインドウウッド」の販売を開始
　環境性能とデザイン性を両立させたオリジナル木製サッシ「ウインドウウッド」を開発し、
採用物件を2021年11月から販売開始しました。性能面では隙間風など空気の漏れる量を
示す気密性において、片引き戸ではJIS最高等級基準の5分の1に抑え、また、断熱性では
アルミ樹脂複合窓の基準値2.33W/㎡・Kに対して1.71W/㎡・Kと大きく下回っています。
窓種は片引き戸、すべり出し窓とFIX窓を揃え、外観
色はホワイト、グレー、グリーン、レッドの４色、室内側は
インテリア建材と合わせたナチュラルホワイトとする
ことで住宅デザインを高めています。
　40期は60棟の戸建住宅に採用し、42期には600棟
への採用を目指して、窓種の拡充と生産性の向上を
図ってまいります。

戸建分譲事業のエリアを拡大
　新型コロナウイルス感染症拡大は私たちの生活様式に影響をおよぼし、都市部での利便性
だけではなく、郊外での安心・安全な生活環境を重視するお客さまも増えております。
　このような中、愛知県を中心に展開している戸建分譲事業を岐阜県および三重県に拡大し、
40期下期より用地取得を強化しております。41期には、岐阜県で90戸、三重県で50戸の
商品供給を計画しています。特に岐阜県は子会社株式会社フォレストノートが運営する工場
の拠点であり、当該エリアでの供給量を増やすことで、当社グループとしてＥＳＧ経営を強く
推進していく所存です。

　2021年６月に取得した岐阜第３工場（岐阜県大垣市上石津町：敷地面積20,872㎡）に
おいて設備化を進め、2021年12月稼働に向けた準備が完了しました。これにより、国産杉材
を活用した木製外壁材「ウォールウッド」の生産拠点は、第１工場から移管されます。
　第３工場では木材の高度加工設備を導入することで生産性向上を図るとともに、先進的な
拠点づくりを目指します。例えば、木材の画像処理技術による選別を行うことで「ウォール
ウッド」の生産プロセスにおける選別作業を自動化します。また、同技術を活用して国産杉材
および桧材の欠点（節・腐れなど）を取り除いた木材加工を実施し、第１工場での集成材製造
およびプレカット加工等に必要となる材料の供給も行います。
　今後は第３工場の稼働に合わせ、当社の国産材調達ネットワークを活用して東海３県を
中心とした地域から計画的に国産材を調達し、地域における森林資源を積極的に活用して
まいります。

「ウインドウウッド」（すべり出し窓、グリーン）



余暇事業

当社が、代表企業として組成した企業グループは、愛知県初のPF I事業（愛知県森林公園
ゴルフ場施設整備等事業）の事業者として、ウッドフレンズ森林公園ゴルフ場を運営しています。
また、2011年4月から愛知県森林公園、2018年4月からはウッドフレンズ名古屋港ゴルフ
倶楽部の指定管理者にも選定され運営を行っています。

ウッドフレンズの原点であり、基幹事業である住宅事業。自然素材や手づくりの持ち味を取り
入れた感性豊かな住まい。環境・安全・健康・快適などの基本性能に磨きをかけるとともに、
日本の森林資源を活用し、豊かな住環境をつくり、持続可能な社会を支えています。

感性とライフスタイルを大切に、住空間を提案します。
デザイナーの感覚と合理的な生産システムを融合する
ことで、豊かな雰囲気と安定した品質を両立しています。
立地特性を最大限活かした商品を揃え、これからも地域の
街づくりに取り組んでいきます。

戸建住宅事業

住宅事業

岐阜工場では、住宅設計・集成材製造およびプレカットを連携させ、木材資源の有効利用と
環境負荷の低減に取り組んでおります。品質の追求を徹底して行い、新商材の開発にも
力を入れております。自社で生産する住宅での使用にとどまらず、工務店・プレカット
メーカー・商社等への販売を拡大し、収益の向上を目指してまいります。

建設資材事業

ゴルフ事業

住宅事業で培った木造建築技術を応用し、岐阜県高
山市にホテルを建設し開業いたしました。「体験・体感」
型ホテルとして、宿泊施設に留まるのではなく、外国人
観光客に日本の伝統文化の体験を提供できるホテル
づくりを地元企業・観光協会等と連携し目指してま
いります。

ホテル事業

HOTEL WOOD 高山（岐阜県高山市）

西小鷹野（愛知県豊橋市）

都市事業
都市において、時代を超えて利用され、残されていくものを基準として、投資の観点から収益
不動産の開発事業を推進します。賃貸物件の新規開発や既存ビルのバリューアップを主な
事業として、地域の活性化につながる事業を展開してまいります。

※PFI事業：民間の資金・経営能力を活用して公共施設等の建設・維持管理・運営等を行う事業
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愛知県の地価調査では、平均変動率が住宅地は0.2％、商業地では1.0％の上昇となりました。新型コロナ
ウイルス感染症の影響により減少していた新設住宅着工戸数は、市場在庫の調整が進むにつれて増加する
傾向にあるものの、依然として木材の供給不足、価格高騰の影響があり、今後の着工数の推移については
不透明な状況にあります。

・商品開発に注力し、当社の商品性を消費者に認めていただけるよう、無垢建材によるインテリアの開発や
自社開発の木製外壁材「ウォールウッド」に加え、従来のアルミサッシと比べ気密性・断熱性の高い木製
サッシ「ウィンドウウッド」の開発を行い、2021年11月より木製サッシを採用した戸建分譲住宅の販売を
開始いたしました。
・在庫回転率を重視し、岐阜工場を活用した現場作業の削減による工期短縮や、販促ツールの強化等による
販売期間の短縮に努めるとともに、分譲住宅用地の仕入れ強化を行いました。
・工場投資を引き続き行い、地域の国産材流通ネットワークを中心とした住宅建材の安定供給を行う体制の
構築を進めております。
・生活様式が変化する中で、住まいの在り方も変化が求められていると感じております。その変化に対応すべく、
家族それぞれの時間を大切にする「新しい家族のつながり」を提案する新商品「新家族」の住宅展示場を
守山区にオープンいたしました。工業化による規格型戸建商品を積極的に展開することで、注文戸建住宅
市場でのシェア獲得を目指します。
・HOTEL WOOD高山の宿泊者に対し、地域の魅力を最大限に発信できるよう旅行業の登録を行いました。
・新型コロナウイルス感染症流行の中、３密が回避できるゴルフの人気が高まっており、若者ゴルファーも増加
しております。「ウッドフレンズ森林公園ゴルフ場」および「ウッドフレンズ名古屋港ゴルフ倶楽部」では引き
続き感染予防対策を徹底して、幅広い世代の利用者に対応したサービス提供に努めております。

①当地域の不動産業界

当社は「環境への取り組み」を企業の継続的な発展生存のテーマと位置付け、「木資源カスケード事業」として、
国産木資源の積極的な利用を推進いたします。現在は、原木の安定的かつ持続可能な供給体制の確立に向
けて、森林の確保、森林管理の外部アライアンスの構築、原木加工の製材所確保に向けて動いております。
なお、自社物件における構造材の国産材使用率は約85％にまで向上いたしました。国産材化をより推進する
ため、床材などの造作材部門や木製サッシ事業への投資と技術革新を進める計画です。

③環境への取り組み

②当社の取り組み

④当第２四半期連結累計期間の業績
〈連結業績〉

〈セグメントの実績〉

b　余暇事業・・・ゴルフ場及びホテル並びに公共施設の運営管理及び施設管理

売上高 営業利益
当第２四半期実績 22,172百万円
前年同期比 31.0％増

1,322百万円
365.6％増

1,193百万円
880.5％増

843百万円
1,434.3％増

経常利益 親会社株主に帰属する四半期純利益

販売戸数 戸建住宅
当第２四半期実績 531戸 531戸 －

集合住宅
内　訳

前年同期実績 440戸 440戸 －

売上高 セグメント利益
当第２四半期実績 20,854百万円
前年同期比 31.5％増

1,486百万円
221.3％増

前年同期比の主因

売上高 セグメント利益
当第２四半期実績 1,162百万円

前年同期比 27.1％増

250百万円

55.9％増

－

前年同期比の主因

c　都市事業・・・収益型不動産の開発並びに施設等の維持管理等
売上高 セグメント損失

当第２四半期実績 186百万円
前年同期比 13.3％増

△10百万円
前年同期比の主因

d　その他の事業・・・上記以外の外部顧客への販売・サービスの提供
売上高 セグメント利益

当第２四半期実績 8百万円
前年同期比 25.5％減

4百万円
12.6％減

前年同期比の主因

a　住宅事業・・・戸建分譲住宅の開発・販売及び住宅建設資材の製造・販売等

販売戸数の増加、利益率の上昇により、売上高
及び利益が増加。

－

前年同期に「ウッドフレンズ森林公園ゴルフ場」
が新型コロナウイルス感染症による臨時休業
した反動により、売上高及び利益が増加。

賃貸収入の増加により、売上高が増加。

営業の経過および成果
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余暇事業
1,161百万円
(5.2%)

その他の事業
8百万円
(0.0%)

都市事業
158百万円
(0.7%)

売上高
22,172百万円
〈531戸〉

住宅事業531戸
20,844百万円
(94.0%)

セグメント別売上高は、セグメント間の内部取引高を消去して表示しています。



14,649
15,603

第36期

1親会社株主に帰属する当期純利益

第36期

第36期 第36期

第36期 第36期

34,327 35,511
37,619 37,474

20,936

16,919

22,172

22,411

27,923 27,434
25,742

27,812
25,934 25.863

23,051

26,475

6,015 6,487 6,415
7,670

5,958 6,362 6,392 6,937

5,472

392

1,077

807

314

915

370 373

121

1,193

229

705

534 546

119

207
233

54

843

158.08

484.10

366.82

81.99

374.54

142.27
160.04

37.68

578.18

第37期第37期

第37期 第37期

第37期 第37期

第38期

第38期

第38期

第38期

第38期

第38期

第39期 第40期 第39期 第40期

第39期 第40期 第39期 第40期

第39期 第40期 第39期 第40期



4,466,610
689,791

14,979,831
755,951

20,892,185

4,262,726
115,327
593,434

4,971,488
25,863,673

22,172,357
18,896,000
3,276,357
1,953,534
1,322,822
24,924
154,053

1,193,692
 - 

81,350
1,112,342
244,255
868,087
25,007
843,079

3,246,899
7,552,712
270,499

1,751,517
12,821,628

1,093,800
2,897,117
1,380,849
5,371,767
18,193,395

279,125
284,956

6,678,298
△　41,871
7,200,508
△　476
470,246

7,670,278
25,863,673

※1年内返済予定の長期借入金を含めて表示しています。

※法人税等調整額を含めて表示しています。

2,303,537
△　375,646

△　2,000,522
△　72,630
4,264,737
4,192,107

4,538,741
418,287

15,500,545
567,970

21,025,545

4,015,336
111,557
590,253

4,717,147
25,742,692

2,401,934
9,635,515
251,628

1,390,902
13,679,980

849,000
2,929,384
1,346,884
5,125,268
18,805,249

279,125
284,956

5,970,827
△　41,871
6,493,037
△　834
445,239

6,937,443
25,742,692

16,919,791
14,902,724
2,017,066
1,732,941
284,125
30,057
192,443
121,738
17,182
77,975
60,945
8,026
52,919

△　2,027
54,947

3,457,708
△　312,430

△　1,789,820
1,355,458
3,161,056
4,516,515

前連結会計年度末
（2021年5月31日現在）

当第2四半期
連結会計期間末

（2021年11月30日現在）

不動産の仲介・分譲住宅の
販売代理・損害保険代理店業

ビルメンテナンス

建設資材の製造・販売

当第2四半期
連結累計期間

前第2四半期
連結累計期間

自2020年  6月  1日
至2020年11月30日（ ） 自2021年  6月  1日

至2021年11月30日（

（

）

当第2四半期
連結累計期間

前第2四半期
連結累計期間

自2020年  6月  1日
至2020年11月30日（ ） 自2021年  6月  1日

至2021年11月30日）



616,200 42.2ベストフレンズ有限会社
株式会社東邦レオホールディングス
前 田 和 彦
前 田 扶 美 子
橘 　 俊 夫
松 岡 　 明
柴 田 　 労

一 般 財 団 法 人レオ財 団

120,000
44,200
44,200
44,100
44,000
40,000

23,500

8.2
3.0
3.0
3.0
3.0
2.7

1.6橘 　 か お り
23,500 1.6

林 　 知 秀 40,000 2.7






